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理想とする武豊町の未来（あるべき姿）を考えよう！ 

第１回まちづくり会議の前半では、まちづくり会議

の趣旨、８月に実施した町民、中学生、事業所アンケー

トの調査結果の概要について説明を受けました。その

後、参加者の自己紹介を兼ねて「“武豊町”私のお気に

入り」を一人ずつ発表しました。 

後半は、４つのチームに分かれてのグループワーク

でした。「５年･10年先を展望し、まちへの期待・不安」

について意見交換するとともに、こんなまちになると

いいなぁといった「まちの理想の姿」について話し合

いました。 

参加者は一般公募町民 11名、団体推薦 7名、職

員 11名の計 29名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画後期基本計画策定のための話し合いをスタートしました！ 
武豊町では、町の最上位計画である「第６次武豊町総合計画」の中間見直しを進めています。計画策定にあ

たり、今後取り組むべきことを、町民の皆さんと行政職員等が一緒に考える「まちづくり会議」を設置しまし

た。11月 23日に第１回会議が行われ、理想とする武豊町の未来（あるべき姿）について意見交換しました。 

 

第１回 まちづくり会議 

日時：令和６年 11月 23日（土･祝） 10:00～12:10 

場所：武豊町役場 ２階 第２～４会議室 

【プログラム】 

オープニング 

★あいさつ ★まちづくり会議趣旨説明 

★アンケート調査の説明 

ワークショップ 

★自己紹介 （“武豊町”私のお気に入り） 

★グループワーク 

まちへの期待と不安／まちのあるべき姿 

共有タイム 

エンディング 

《第１回まちづくり会議のテーマ》 

参加者全員が車座になって、一人ずつ「“武豊町”私のお気に入り」を報告していきました。 



 

2 

グループワーク まちへの期待と不安／まちのあるべき姿 
 

 
 

グループワークでは、５年･１０年先を展望しつつ、「武豊のまちへ

の期待」と「武豊のまちへの不安」について、意見をカードに記載し

て発表していきました。 

「まちへの期待」では、「もっと交通の便が良くなる」、「子どもを産

みたい人が、望むだけ産める」、「安全に暮らせるまちであってほし

い」、「高齢者にとって生活しやすいまちになってほしい」、「活気あ

ふれるまち」、「多世代がつながるまち」、「いろんなことに触れたり

体験できる機会があるまち」、「昔の自然がなくならないように」、

「町のビジョンが住民に伝わっている」などの意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まちへの不安」では、「空き家、休田、畑をそのままにしないで」、「電車の本数が減る」、「車に乗らなくなると、

出かけることができない」、「味噌蔵なくさないで」、「子どもが遊べない、笑顔がない」、「若者が少ないまち」、

「一人住いの老人が増えて、ふれあいがないまち」、「飲食店など減少化、閉店していかないか…」、「自治会の加

入者の減少、コミュニティの消失」などの意見が出されました。 

グループワークの最後に、「武豊町の未来（まちのあるべき姿）」について意見を出し合いました。「心豊かに暮

らせる笑顔で元気なまち」、「やりたいことを、生き生きやる！！」、「安心して子どもを育てられるまち」、「選ば

れるまち」、「誇れるまち」などの意見が出されました。    ※会議で出された意見は、別添資料に整理しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 最後の共有タイムでは、各グループの話し合いの要点を発表いただきました。 
 

第２回は、『未来の姿を実現するためのアイデアを出し合おう！』をテーマに１２月１４日（土）に開催します。 

 

 
お問い合わせ／武豊町役場 企画政策課 担当:西村・鳥居 

TEL ０５６９-７２-１１１１（内線５１2） FAX ０５６９-７２-１１１５ E-mail kikaku@town.taketoyo.lg.jp 

カードに意見を書き込みました。 

黄色のカードには「まちへの期待」を、赤色のカードには「まちへの不安」を記載。ＫＪ法で意見を整理しました。 


